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1 競技会 

1.1 条件 

 以下の条件に合うレースのみ FIS ポイントの対象となる。  

・ 

・ 

・ 

FIS カレンダーに記載されているレース 

国際競技規則(ICR)を厳守しているレース  

３条に記載する期間内に開催されるレース  

1.2 

スケジュールの変更とキャンセル  

スケジュールの変更、すなわちレース日時・レース会場の変更、競技のキャンセル、プログラム

上の重要な変更は、直ちに FIS に報告すること。 

・ 

CH-3653 Oberhofen/Thunersee  

Tel +41 (33) 244 61 63, Fax +41 (33) 244 61 71  

Email: luessy@fisski.ch 

・ 各国スキー連盟 

・ 競技会に任命された技術代表(TD)  

 
変更通知は、 初のチームキャプテンミーティングの４日前までに FIS へ連絡されなければなら

ない。 

1.3 2 本で行う滑降について  

 

2 本で行なわれる滑降は FIS カレンダーに記載され、FIS 国際競技会の一部とされなくてはいけ

ない。ただし、レースコースの標高差が ICR の 706.2 条に準じていることを条件とする。例外的

に、(好ましくない降雪・大気条件の場合)特に本来の滑降を行うことが危険な場合、ジュリーが決

定すれば 2 本で行われる滑降が認められる。 

1.4 ジュニア競技会 

 
FIS カレンダーに記載されるジュニアレース（NJR、JUN）では、シニアは参加を認められない。例

外：NJC 

1.4.1  ジュニア（JUN）競技会の変更  

 

各国スキー連盟が、もともとジュニア（JUN）大会として届け出されていた競技大会を（ジュニアの

エントリーが不足しているなどの理由で）FIS レースへ変更することを希望し、シニアが FIS ポイン

トを獲得できるようになる場合、そのような変更は少なくとも競技会の 10 日前までに FIS オフィス

に伝えられなければならない。 

1.5 ナショナルチャンピオンシップ（国内選手権大会）  

 
各種目男女１レースのみが、各国スキー連盟の国内選手権大会としてそれぞれ NC と NJC カテ

ゴリーで認められる。 

1.6 ナショナルジュニアレース（NJR） 

 
各国スキー連盟には、すべての NJR 競技会において、そのＦＩＳ出場枠（クォータ）を基に次の算

出方式に沿った固定されたクォータを有する。 

 FIS クオータ  NJR クオータ 

 10-9      ５ 

 8-7       ４ 

 6-5       ３ 



 0-4       ２ 

 開催国は、 高 115 名の選手をスタートさせることができる。 

 
海外からのエントリーが２５名未満の場合、または、開催国が１１５名枠を使用しない場合、 大

選手数１４０名を考慮に入れ、通常の FIS 出場枠を適用することができる。 

 女子競技の場合、140 人以上の選手がエントリーした時、この決定事項が適用される。 

2 選手 

2.1 登録  

 

選手は、FIS ウェッブサイトのメンバーセクションから入る FOU システムを使い登録される。FIS ポ

イントリストに含まれるべきでない選手のステータスを「アクティブ」から「インアクティブ」に変更す

る。ステータスが「アクティブ」の選手は、来るシーズンの登録者とみなす。インジャリーステータ

スの選手は、インジャリープロテクションを維持するために、「アクティブ」のままにしなければなら

ない。 

 

カレンダー年の 終日までに 15 歳に達した選手が対象となる（ICR607 条を参照）。 

ICR203.3 条に従い選手宣誓書に署名した選手のみ、所属する各国スキー連盟により登録が可

能。 

各国スキー連盟は、選手が適切な保険に加入し、FIS の選手宣誓書に署名をしたことに責任を

持つ。 

 

アクティブ（FIS ポイントリストに載る。） 

選手が FIS 大会に参加をしない場合でも、ステータスはアクティブのままになる。アクティブからイ

ンアクティブへのステータスの変更は、６月１日～12 月 31 日の間のみ行うことができる。 

インアクティブ(FIS ポイントリストに載らない。)  

インアクティブの選手が FIS 大会に参加をすると、FIS がインアクティブステータスを自動的にアク

ティブステータスに変更する。 

2.1.1 初回登録  

 

FIS ポイントリストに初めて掲載される場合、FIS コード番号（2.3 条参照）と FIS ポイントは正確に

使われなければならない。もし誤りがあれば、獲得したポイントと競技会を報告しなければいけ

ない。 

2.1.2 コード番号 

 有効な FIS コードを持った選手（女子と男子）のみレースへの（参加を）許可される。 

2.2 プロへの転向 

 

FIS ポイントリストにプロとなった選手が掲載されている場合、所属国スキー連盟が適切な機関

に知らせていなくても、該当選手はリストから削除される。各国スキー連盟がアマチュアとしての

再登録を行う場合、新しい FIS ポイント登録時にこのことを FIS に報告しなくてはいけない。選手

は、FIS ポイントなしでスタートし、以前に獲得したリザルトは FIS ポイント計算の対象とならない。

3 評価期間 

3.1 北半球 



 

評価期間は 11 月 15 日から 4 月 30 日までである。例外：ワールドカップ、ヨーロッピアンカップ  

ワールドカップオープニングと 11 月 15 日の間、エントリーリーグ(ENL)レベルのレースのみが、

FIS ポイントに有効である。 

3.2 南半球 

 南半球についての評価期間は 7 月 1 日から 10 月 15 日までである。 

4 計算 

4.1 レースポイント  

 レースポイントは公式に基づき計算される。 

4.2 FIS ポイント  

4.2.1  ベスト２リザルトの平均  

 有効期間中各種目で獲得した 2 つのベストリザルトの平均を FIS ポイントの計算に使用する。  

4.2.2 リザルト 1 つの場合 

 
有効期間内にアルペン種目（滑降、回転、大回転、スーパーG 及びスーパーコンバインド）で 1 つ

のリザルトしか得られなかった選手にはリザルトの 22％が、ポイントに足される。 

4.2.3 リザルトなしの場合 

 

計算期間に、有効リザルトがない場合、次の14回のFISポイントリストのそれぞれのリストのポイ

ントに5％が累積して加算される。このことは選手が11月１日までに登録を済ませていることを前

提とする。15回目のリストから、FISポイントに10％が累積して課される。２シーズン後に、選手は

全ての種目のポイントを失う。 

4.2.4 アンチドーピングルール違反 

 
選手がアンチドーピングルールを違反した場合、その選手が今まで獲得したポイントは、FIS アン

チドーピングルール 10.1.2 条に基づき、抹消される。 

4.2.5 有効期間 

 リザルトの有効期間は、１４FIS ポイントリスト分とする。 

4.3 ワールドカップスタートリスト(WCSL)の統合  

 
WCSL 上の上位 30 選手は 0 から 5.99 までの FIS ポイントを割り当てられる。WCSL の 31 位の選

手は FIS リスト上で 6 ポイントを獲得する。  

4.3.1 WCSL 上位 30 位の換算式  

 

 

 

WCSL1 = WCSL1 位選手の WCSL ポイント  

WCSL30 = WCSL30 位選手の WCSL ポイント  

WCSL x = x 位選手の WCSL ポイント  

Ax = WCSL の差により換算された FIS ポイント 

4.3.2 補正値(z)： 

 
各リストの上位 30 選手に上記のポイント割り当てを行う前に、全ての FIS ポイントに対して補正

（Z）を行う。それは、31 位の選手のポイントと FIS ポイント６の差からなる。  



4.4 ペナルティ計算 

4.4.1 ペナルティ計算  

 ペナルティの計算は、該当する有効リストに基づいて行われる。 

4.4.2 レースをスタートした上位５選手 

 

スタートをした FIS ポイント上位 5 名の選手を選ぶ(予選通過者、失格者、DNF、2 本目をスタート

してない者)。「DNS1」の選手は対象としない。ポイントがマックス値を超えている場合、マックス

値を使用する。 

4.4.3 選ばれた上位 5 名  

 
該当レースの上位 10 位から FIS ポイント上位 5 名の選手を選ぶ。 ポイントがマックス値を超え

ている場合、あるいはポイントがない場合、マックス値がペナルティ計算に使われる。 

4.4.4 選手が 5 人未満の場合：マックス値 

 

リザルトリストの上位 10 位の選手で FIS ポイントを有する選手が 5 人未満の場合、あるいは FIS

ポイントを持ってスタートした選手が 5 人未満の場合、FIS ポイントのない選手つまり残りの選手

がマックス値を与えられる。：  

滑降： 310 ポイント  

スーパーG： 250 ポイント 

回転： 145 ポイント  

大回転： 200 ポイント  

スーパーコンバインド： 250 ポイント  

上位 5 名中 FIS ポイント保持者が 3 人に満たない場合、レースは認められない。少なくとも 3 人

は FIS ポイント（ポイント数に関らず）を保持していなければならず、また 低でも 5 人が選ばれな

ければならない。 

4.4.5 10 位に選手が２人以上いる場合  

 
レースで複数の選手が 10 位にランクした場合、彼らが FIS ポイント上位 5 名に入っている場合に

限り、全員がペナルティ計算の対象となる。 

4.4.6 FIS ポイント５位に選手が２人以上いる場合  

 
複数の選手が FIS ポイント 5 位にランクした場合、ペナルティ計算に考慮されるべきであり、レー

スポイントの高い選手がペナルティ計算の対象となる。（理由：よりよいペナルティのため） 

4.4.7 計算 

・ 

 初に、選ばれた上位 10 人のうちの FIS ポイント上位 5 つまたはマックス値 (=合計 A)と、スタ

ート時の FIS ポイント上位 5 人の FIS ポイントまたはマックス値(=合計 B)を足す。次に（選ばれた

上位 10 人のうち）FIS ポイント上位 5 人の選手のレースポイントを足す(=合計 C)。この値が各種

目のマックス値(DH310, SL145, GS200, SG250,SC250)を越える場合、レースポイントのマックス値

で計算する。  

・ 

 レースポイントの合計（合計 C）を、選ばれた上位 10 人のうちの FIS ポイント上位 5 つ（合計 A）

とスタート時の FIS ポイント上位選手 5 名（合計 B）の合計から引く。それを 10 で割る。(合計 A +

合計 B –合計 C)：10)  

・ 
各ペナルティ計算の 後に、4.3.2 条にもとづき補正値を考慮する。注意：「z」値が正の数の場

合、絶対値を引き、負の数の場合は加算する。これにより全てのリザルトが各リスト間で比較可



能となる。  

4.4.8 ペナルティの切り上げ、切り下げ  

 ポイントの小数第三位を四捨五入する。(例 13.654 = 13.65 あるいは 21.849 = 21.85).  

4.4.9 スーパーコンバインド 

 

すべての FIS 大会でスピード種目のポイントが与えられる。ただし、ワールドカップ、ヨーロッパカ

ップは、選手が２本（技術系とスピード系）を完走した場合のみ FIS ポイントが与えられる。FIS ポ

イントペナルティーは、テクニカルデータを考慮に入れて、適用される。回転が滑降またはスーパ

ーG の前に行われる場合、(回転で）DNS、DNF、DSQ の選手は、滑降またはスーパーG に進ん

だ 後の選手の後に元のビブを着てスタートする。 

4.4.10 KO の FIS ポイント 

 FIS ポイントは、ヨーロッパカップの KO 予選に対して、計算される。 

4.5 カテゴリー加算値と 小値/ 大値 

 カテゴリー加算値と 小値/ 大値は、各有効 FIS ポイントリスト（１ページ）で公表される。 

4.6 インジャリーステータス 

4.6.1 届け出  

 

選手が負傷し、シングルペナルティを申請する場合、各国スキー連盟は FIS に公式フォームと診

断書をできるだけ早く提出し、シングルペナルティの承認を得なければならない。（WC: ワールド

カップルール 21.2 条を参照） 

4.6.1.

1 
条件 

・ 負傷日から 初のスタートまでは少なくとも６FIS ポイントリスト分をあけること。 

・ 
インジャリーステータスを維持するために、選手は、アクティブ（ステータス）で競技者登録されて

いなければいけない。 

4.6.2 インスクリプション（inscription） 

 

インジャリーステータスであることが承認された場合、前回の FIS リストのポイントの０．５％が、

次のリストのポイントに加算される。負傷時に WCSL の上位 30 以内であったがインジャリーステ

ータスの計算により、そうでなくなった選手は自動的に 31 位とする。1～30 位の計算は WC ルー

ルにより行われる。 

4.6.3 初のスタート後、 

 

初のスタートの後、リザルトが以前より悪い場合、２％が次の１４FIS リストのポイントに課され

る。１５リスト以降は、５％が課される。２９リスト以降、１０％が課される。 

例外：選手は、各種目、各シーズン、WCSL ランキングに考慮されるレースをインジャリーステー

タスを失わずに１回スタートすることができる。 

4.7 職業義務及び兵役 

 

選手が職業的義務（学業）および兵役のため競技することができないことを証明する「学業また

は兵役」の届け出を各国スキー連盟が事前に提出し、理由と期間を明確にした場合、条項 4.6 に

従い処理される。 



4.7.1 申請書 

 
職業的義務あるいは兵役のための申請書は職業的義務の開始以前に FIS 事務局に提出しなけ

ればならない。 

4.8 1 つの大会で複数のレースが行なわれる場合  

4.8.1 滑降 (DH)、回転 (SL)、大回転 (GS)、スーパーG (SG)、スーパーコンバインド（SC） 

 

大会の一部として、各種目および各カテゴリー (WC, COC, FIS) につき２レースのみ FIS カレンダ

ーで公表でき、同じ公認コース上で５日以内が考慮される。スーパーコンバインドの一部として３

番目の DH または SG の場合、そのスピード種目の FIS ポイントは与えられない。 

さらに、各種目及び各カテゴリーにつき２レースある大会に加えて、代替競技の運営は、許可さ

れない。そのような追加競技には、FIS ポイントは与えられない。 

5 FIS ポイントリスト  

5.1 

FIS ポイントリストはコンピュータでのみ入手可能である。 (ftp://ftp.fisski.ch)  

ALFPxxx.zip はファイルであり、FIS ポイントリストプログラムで有効である。(“xxx”は常にリスト番

号とシーズン番号である。ALFP109F.zip は、No1 リスト 2008/2009 完全リストの意味。

ALFP107P は、前回からのアップデートされた情報のみの意味。)  

5.2 記号 

 

# 4.6.2 条に準じたインジャリーステータス(0.5%) 

+ 4.6.3 条に準じたインスクリプション (2%) 

* 少なくとも 1 年間該当種目で１つしかリザルトを残していない選手 4.2.2 条 (22%) 

> 少なくとも 1 年間該当種目でリザルトを獲得していない選手 4.2.3 及び 9.6 条 (5%) 

% 10% 

6 印刷期限及び個人リストの有効期限 

 
印刷期限及び有効日は、FIS ウェッブで公開される。FIS ポイントリストは北半球のシーズン期間

中は３週間ごとに発行される。 

7 登録料 

7.1 国別申込書による登録  

 各選手の競技者登録料は CHF 33。この額は、各国スキー連盟の FIS 口座から引き落とされる。

7.2 １シーズンの競技者登録料 

 
FOU システムで申込む場合：通年 33CHF 

FIS オフィスに申込む場合：12 月 31 日まで 33CHF、1 月１日以降 100CHF 

7.2.1 ポイントコンフォメーション 

 ポイントコンフォメーション料：CHF200 

7.3 払い戻しなし  

 
選手がシーズン中に引退した場合や、各国スキー連盟による登録間違いがあった場合、払い戻

ししない。 

7.4 FIS ポイントリスト  



 

FIS ポイントリストはコンピュータ上でのみ入手可能で、ftp://ftp.fisski.ch.から無料でダウンロード

することができる。  

方法: FIS リストプログラム (Fislistsetup.exe)を各自のコンピュータにインストールする。

ftp://ftp.fisski.ch からも入手可能である。このプログラムを使うと簡単に FIS ポイントを扱える。 

8 主催者と技術代表（TD）への指示書 

8.1 電子データ転送 

 

リザルトは FIS フォーマット(E-Mail:alpineresults@fisski.ch) でメールで送られなければならない。

TD はリザルトの正確な転送を監督し、該当するレポートを作成しなければならない。また、ウェッ

ブでの正確なリザルトの掲載を確認しなくてはならない。TD レポートを締め切り１０日前までに直

ちに FIS にファックスかメールすること。(リポートは、またオンラインで有効にできる)TD レポート

及びタイミングレポートがないリザルトは FIS ポイントリストに含まれない。 

 
印刷期限直前に FIS フォーマットでメールで送られなかったリザルトは、たとえ期限に間に合った

としても、次の FIS リストに載る保証はされない。 

 

E-Mail: alpineresults@fisski.ch 

Fax No. +41 (33) 244 61 71 (TD report) 

Direct Tel No FIS Points (Tatjana Lüssy):+41(33)244 61 63 

E-mail: alpine@fisski.ch 

FIS フォーマットソフトウエア: ftp://ftp.fisski.ch 

8.1.1 レースリザルトのファイル名の構成について: 

・ OC の国名 (FIS ブリテンで表記されている大文字 3 文字)  

・ codex(FIS カレンダーを参照)  

 ポイントの後： xml 

8.2 レポート  

 
TD の署名 の入った以下の原本各１通を FIS に郵送又は PDF ファイルで大会終了３日以内に送

らなくてはいけない。 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

公式のリザルト 

ペナルティー計算書またはコンピューターによるペナルティー計算 

公式の TD 報告書 

タイミングレポート 

エクスペンスシート 

インジャリーレポート（もし必要ならば） 

DNS１選手の公式エントリーフォーム （TD がその DNS の理由（怪我、病気）を確認できない場

合） 

8.3 TD の署名  

 
公式リザルト及びコンピュータによるペナルティ計算には、TDの本人の署名及びTD番号が記載

されていなければならない。  

8.4 評価、非評価の推奨  



 

FIS ポイント評価対象から競技会を排除するには正当な理由があるべきである。理由は「TD 報

告書」に明記しなければならない。  

多数の選手がレースをフィニッシュした後にレースを中止しなければならない場合、TD はレース

の評価・非評価を明記したレポートを提出しなければならない。 

9 出場枠 

9.1 出場枠の計算 

9.1.1 FIS ポイントリスト No1 

 

各国スキー連盟の FIS レースの出場枠は、５種目（DH、SL、GS、SG、SC）のうちの 1 種目の当該

シーズン FIS ポイントリスト No1 に載っている選手の FIS ポイントを使い計算される。各国スキー

連盟にとって、 も有利な種目が考慮される。 

9.1.2 FIS ポイントリストの上位 150 

 

1 - 6 選手 6 枠  

   7 選手 7 枠  

   8 選手 8 枠  

   9 選手 9 枠  

  10 選手以上 10 枠 

9.1.3 
FIS ポイントリストの上位 150 にランクされた選手はいないが 151～300 位にランクされている場

合  

 
0 - 1 選手 4 枠 

2 選手以上 5 枠  

9.1.4 有効期間 

 これらの出場枠は FIS ポイントリストの評価期間中、有効である。 

9.1.5 開催国のスキー連盟の基本出場枠  

 

開催国のスキー連盟の基本出場枠は 50 枠で、 大 140 枠まで補充することができる。 

国別出場枠と開催国枠を順守した結果、140 枠を超えた場合、すべてエントリーが認められる。

140 枠に達しなかった場合、開催国スキー連盟は、残りの枠を自国の選手で埋めることができ

る。 

9.1.5.

1 
例外 

 

下記に述べる開催国のスキー連盟の出場枠は、SL と GS は 70 枠、DH、SG、SC は 90 枠とする。: 

オーストリア（AUT）、カナダ（CAN）、フランス（FRA）、ドイツ（GER）、イタリア（ITA）、ノルウェー

（NOR）、スロベニア（SLO）、スウェーデン（SWE）、スイス（SUI）、アメリカ（USA）、ロシア(RUS)  

9.1.6 国別グループ  

・ 

CAN-USA / DAN-FIN-ISL-NOR-SWE / FRA (ピレニー地方)-SPA-AND / ARG-BOL-BRA-CHI 

/ AUS-FIJ-NZE / CHN-JPN-KOR-MGL- 

IND-PAK/LIB-ROU-RSA-CYP-LUX-POR-AND-SRB-MON-RSM-IRE)：これらの国別グループ

の国で開催されるレースに対しては、各国につき 高 30 枠とする。 

・ 
ARM-BIH-BUL-CRO-CZE-GRE-KAZ-MNG-SRB-MKD-POL-RUS-SLO-SVK-TUR-IRA-UZB-

UKR：これらの隣接国で開催される大会について出場枠は 30 枠とする。 



・ LIE での大会では、隣接する国である SUI と AUT の出場枠は 30 枠とする。 

・ 開催国は 9.1.5 条に従い出場枠を常に受ける。 

9.2 女子の出場枠ルール  

 140 人以上の選手がエントリーした場合、女子の出場枠ルールが適用される。 

9.3 各種カップ  

 各種カップに対する出場枠はそれぞれの特別ルールに従い決定する。 

9.4 開催国のダブルクオータ 

 

関係両国が合意に至っている限り、レース開催国はダブルクオータを適用してもよい。これを超

える出場枠については秋季ミーティングまでに提案しなければならない。（南半球では春季ミーテ

ィングまで） 

9.5 南半球のレースでのダブルクオータ  

 

南半球でダブルクオータは有効である。ただしエントリーが多い場合、主催者は通常の FIS 出場

枠までに出場枠を減らす権利を持つ。  

南半球の国が北半球でのレースにダブルクオータを望む場合、同じ権利が南半球の国々に適

用される。各国スキー連盟は開催国と連携して協議を行わなければならず、合意に至った大会

でしか有効ではない。合意文書のコピーを TD に示し、FIS に提出すること。  

9.6 活動を停止した選手 

 

ある種目でリザルトのない状態が１年経過した場合、このFIS ポイントはFISポイントリストに印が

付けられる(5.2 条)。選手が、どの種目でもリザルトを残していない場合、その選手は出場枠の計

算に考慮されない。しかし、FIS ポイントに従いレースにスタートする権利を持つ。 

9.7 ナショナルチャンピオンシップス（国内選手権大会）への海外選手の出場  

9.7.1 条件 

 

FIS レースの全条件が守られ、有効な FIS 出場枠どおりに外国の各国スキー連盟の申込みが受

付けられた場合、国内選手権大会は「国際競技会」として考えられ、レース FIS ポイント対象とな

る。  

 
主催するスキー連盟は、25 人まで外国人を受けざるを得ない。ただし、各国の出場枠を適用す

ることで 25 人以上の外国人参加が可能である。 

9.7.2 公式ルート 

 

他国の国内選手権大会に選手を出場させたいと希望する各国スキー連盟は、競技/トレーニン

グの始まる少なくとも１週間前までに関係連盟に直接申請するべきである。問題を解決するため

FIS が介入することもある。 

9.8 FIS 競技会への参加 

9.8.1 各国スキー連盟の出場枠は、以下のとおりである。 

9.8.1.

1 
オリンピック冬季競技大会、世界選手権大会 

 国際オリンピック委員会の規則と世界選手権大会開催規則に基づく。 

9.8.1.

2 
ワールドカップ、コンチネンタルカップ、FIS レース 

 それぞれの規則に基づく。 



9.8.1.

3 
特別出場枠 Special Quota 

 
FIS 理事会は、国と地域に対し特別出場枠を認めることができる。各国スキー連盟は、FIS 秋季ミ

ーティングまでにその要望を FIS に直接送る。 

 南半球のレースの場合、春季ミーティングまで。 

9.8.2 

アルペン競技会の出場枠は、140 までである。 

国別出場枠と開催国枠を順守した結果、140 枠を超えた場合、すべてエントリーが認められる。

140 枠に達しなかった場合、開催国スキー連盟は、残りの枠を自国の選手で埋めることができ

る。 

9.9 出場枠の超過 Over Quota 

 
各加盟国スキー連盟は選手をその連盟が持つ 少出場枠のみで出走させる権利を有する。女

性の競技は、第９.２条を適用する。 

9.9.1 
出場枠は、チームキャプテンミーティングにおいて、TD、レースセクレタリー、そして各チームキャ

プテンの代表らによってドローの前までに監督する。 

9.9.2 

もし、競技者がエントリー、または、実際に出走した結果としてその国の出場枠を超えた場合、そ

の競技者は 終公式記録の計算、または、ペナルティ計算には考慮しない。もし、この違反が公

式記録掲示前に発覚した場合、その競技者は『失格：DSQ(Over Quota)』と公式記録に記され

る。この様な規則違反が公式記録の掲示後に発覚した場合、公式記録は『FIS 本部』にて、公式

記録上に DSQ（出場枠超過：Over Quota）として掲示された競技者全員を除外して再計算され

る。この手続きには、FIS 本部にて対処し、直近のクラシフィケーション小委員会にて承認される。

 



資料 

アルペン計算式 
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P = レースポイント 
To = 優勝者のタイム（秒） 
Tx = 選手のタイム（秒） 
 
 

滑降 F= 1330 
回転 F= 610 
大回転 F= 870 
スーパー大回転 F= 1060 
スーパーコンバインド F= 1130 

 
 
 
 
 
 
 

 



 

 

 

PROGRAM FOR NON-PROGRAMMABLE CACULATORS 
PROGRAMME POUR CACLULATRICES NON-PROGRAMMABLES 

PROGRAMM FÜR NICHT-PROGRAMMIERBARE TASCHENRECHNER 
 

(1) ON   

 

(2) 

 

 

F � 

 1330 DH 
 610 SL 
 870 GS 
 1060 SG 
 1130 SC 

 

(3) :   

 
(4) 

 
To � 

Winning Time 
Meilleur temps 
Bestzeit 

 
 
 

 
(4a) 

 
( = ) 

Required on some models 
Nécessaire pour qq. modèles 
Nötig bei einigen Modellen 

Stores F ÷ To in memory 
Enregistre F ÷ To en memoire 
Speichert F ÷ To 

(5) M + � � 
 
 
( I ) MR   
    
( II ) X   
   Points for xth competitor 
( III ) Tx � Points pour xème concurrent 
   Punkte für x. Wettkämpfer 
( IV ) -   
    
( V ) F   
    
( VI ) = Round/Arrondir/Runden  
 
 
( I ) MR   
    
( II ) X   
   Points for xth competitor 
( III ) Tx � Points pour xème concurrent 
   Punkte für x. Wettkämpfer 
( IV ) -   
    
( V ) F   
    
( VI ) = Round/Arrondir/Runden  
    
 etc.   
 



 

 

 
 
 
    
 

GIANT SLALOM 
 

PENALTY CALCULATION 
 

THE BEST 10 AT FINISH: 
 

 RACE BIB CODE COMPETITOR FIS BEST 5 RACE 
RESULT NR.  SURNAME+NAME POINTS  POINTS 
 

 1 3   20.97 20.97 0.00 
 2 13   25.42   
 3 6   30.31   
 4 10   20.78 20.78 5.35 
 5 9   23.83 23.83 6.44 
 6 11   22.64 22.64 7.59 
 7 14   24.37   
 8 15   9.45 9.45 10.03 
 9 1   26.81   
 10 8   28.52   
 

THE BEST 5 AT START: 
 

 8 15   9.45 
 DNF1 4   16.64 
 DSQ1 2   17.58 
 14 7   19.80 
 4 10   20.78 
 
TOTALS    --------- 
(B) FIS POINTS OF BEST 5 STARTED 84.25 -------- 
(A) FIS POINTS OF BEST 5 TO FINISH IN TOP 10   97.67 ------- 
(C) RACE POINTS OF CORRESPONDING COMPETITORS   29.41 
 

CALCULATED PENALTY (97.67 + 84.25 - 29.41) : 10  =  15.251 
 (A) (B) (C) 
 

ROUNDED/ARRONDI/GERUNDET  15.25 
CORRECTION VALUE /VALEUR DE CORRECTION/KORREKTURWERT (Z=-4.67) +4.67 
CATEGORY ADDER / ADDITIF DE CATEGORIE / KATEGORIE-ADDER  * 
PENALTY APPLIED:  * 
 

    SIGNATURE TD Nr. 
 
  
  



 

 

FIS Competition / Compétition FIS / FIS Wettkampf  
 

DOWNHILL LADIES 
 

PENALTY CALCULATION 
 
THE BEST 10 AT FINISH: 
 
 RACE BIB CODE COMPETITOR FIS BEST 5 RACE 
RESULT NR.  SURNAME+NAME POINTS  POINTS 
 
 1 2  without FIS points 310.00   
 2 10   28.00 28.00 10.12 
 3 1  sans points FIS 310.00   
 4 3   149.00 149.00 17.00 
 5 15   70.00 70.00 20.40 
 6 4  ohne FIS Punkte 310.00   
 7 5  ohne FIS Punkte 310.00   
 8 18   425.00 310.00 75.00 
 9 20  ohne FIS Punkte 310.00   
 10 28  ohne FIS Punkte 310.00 310.00 82.00 
 
FIS POINTS OF THE BEST 5 STARTED: 
 
 2 10  28.00 28.00 
DNS2  15  70.00 70.00 
DNF1  6  125.00 125.00 
DNS2  3  149.00 149.00 
 6 4  (without FIS points) 310.00 
 
TOTALS    --------- 
(B)FIS POINTS OF BEST 5 STARTED 682.00 --------- 
(A)FIS POINTS OF BEST 5 TO FINISH IN TOP 10  867.00 --------- 
(C)RACE POINTS OF CORRESPONDING COMPETITORS   204.52 
 
CALCULATED PENALTY (867.00 + 682.00 - 204.52) : 10  =  134.448 
 (A) (B) (C) 
 
ROUNDED/ARRONDI/GERUNDET  134.45 
CORRECTION VALUE/VALEUR DE CORRECTION/KORREKTURWERT(z=-7.40) +7.40 
CATEGORY ADDER / ADDITIF DE CATEGORIE / KATEGORIE-ADDER (Level III=3) 3.00 
PENALTY APPLIED:  144.85 
 
   SIGNATURE TD Nr. 
 
Application of the 310 points in favour  of a better penalty 
Application des 310 points en faveur  d'une meilleure pénalité 
Anwendung der 310 Punkte zugunsten  eines besseren Zuschlages 



 

 

FIS Competition / Compétition FIS / FIS Wettkampf   
 

SLALOM MEN 
 

PENALTY CALCULATION 
 
THE BEST 10 AT FINISH: 
 
 RACE BIB CODE COMPETITOR FIS BEST 5 RACE 
RESULT NR.  SURNAME+NAME POINTS  POINTS 
 
 1 4    25.75 25.75 0.00 
 2 11    48.16 48.16 10.00 
 3 5    175.11 145.00* 20.00 
 4 3  without FIS points -  185.00 
 5 8  sans points FIS -  205.00 
 6 15  ohne FIS Punkte -  270.00 
 7 2  ohne FIS Punkte -  300.00 
 8 10  ohne FIS Punkte -  301.00 
 9 32  ohne FIS Punkte 145.00* 145.00* 145.00 
 10 38  ohne FIS Punkte 145.00* 145.00* 145.00 
 
FIS POINTS OF THE BEST 5 STARTED: 
 
 1 4   25.75 
 2 11   48.16 
 3 5  175.11 145.00 
 9 32  without FIS points 145.00 
 10 38  sans points FIS 145.00 
 
TOTALS    --------- 
(B)FIS POINTS OF BEST 5 STARTED 508.91 --------- 
(A)FIS POINTS OF BEST 5 TO FINISH IN TOP 10  508.91 --------- 
(C)RACE POINTS OF CORRESPONDING COMPETITORS   320.00 
 
CALCULATED PENALTY (508.91 + 508.91 - 320.00) : 10  =  69.782 
 (A) (B) (C) 
 
ROUNDED/ARRONDI/GERUNDET  69.78 
CORRECTION VALUE/VALEUR DE CORRECTION/KORREKTURWERT (Z=-1.36) + 1.36 
CATEGORY ADDER / ADDITIF DE CATEGORIE / KATEGORIE-ADDER (Level III=8) 8.00 
PENALTY APPLIED:  79.14 
 
     SIGNATURE TD Nr. 
 
*) Art. 4.4.3/4.4.6  
 No FIS points/race points will be calculated which are higher than the maximum of the 

corresponding competition. 
 Il ne sera pas calculé de points (points FIS/points de course) supérieurs au maximum 

de la compétition concernée. 
 FIS Punkte/Rennpunkte, die höher sind als das dem Wettkampf entsprechende 

Maximum, werden nicht gerechnet. 



 

 

CONTINENTAL CUP   (Example) 
 

SUPER G MEN 
 

PENALTY CALCULATION 
 
THE BEST 10 AT FINISH: 
 
 RACE BIB CODE COMPETITOR FIS BEST 5 RACE 
RESULT NR.  SURNAME+NAME POINTS  POINTS 
 
 1 3   20.97 20.97 0.00 
 2 13   25.42   
 3 6   30.31   
 4 10   20.78 20.78 5.35 
 5 9   23.83 23.83 6.44 
 6 11   22.64 22.64 7.59 
 7 14   24.37   
 8 15   9.45 9.45 10.03 
 9 1   26.81   
 10 8   28.52   
 
THE BEST 5 AT START: 
 
 8 15   9.45 
 DNF1 4   16.64 
 DSQ1 2   17.58 
 14 7   19.80 
 4 10   20.78 
 
TOTALS    --------- 
(B)FIS POINTS OF BEST 5 STARTED 84.25 -------- 
(A)FIS POINTS OF BEST 5 TO FINISH IN TOP 10  97.67 ------- 
(C)RACE POINTS OF CORRESPONDING COMPETITORS   29.41 
 
CALCULATED PENALTY (97.67 + 84.25 - 29.41) : 10  =  15.251 
 (A) (B) (C) 
 
ROUNDED/ARRONDI/GERUNDET  15.25 
CORRECTION VALUE/VALEUR DE CORRECTION/KORREKTURWERT (Z=+0.39)- 0.391) 
CATEGORY ADDER / ADDER DE CATEGORIE / KATEGORIE-ADDER (Level I=0) 0.00* 
PENALTY APPLIED:  14.86* 
 

1) If the "z" value is positive it is subtracted, and if negative then it is added (Art. 4.4.7). 
 Lorsque la valeur “z” est positive, elle est déduite, lorsq’elle es négative, elle est 

additionnée 
 Ist der "z"-Wert positiv, wird er subtrahiert, ist er negativ, wird er addiert (Art. 4.4.7) 
 
  



 

 

FIS Competition / Compétition FIS / FIS Wettkampf  (Example) 
 

DOWNHILL MEN 
 

PENALTY CALCULATION 
 
THE BEST 10 AT FINISH: 
 
 RACE BIB CODE COMPETITOR FIS BEST 5 RACE 
RESULT NR.  SURNAME+NAME POINTS POINTS 
 
 1 2  without FIS points 310.00   
 2 10   28.00 28.00 10.12 
 3 1  sans points FIS 310.00   
 4 3   149.00 149.00 17.00 
 5 15   70.00 70.00 20.40 
 6 4  ohne FIS Punkte 310.00   
 7 5  ohne FIS Punkte 310.00   
 8 18  ohne FIS Punkte 310.00   
 9 20  ohne FIS Punkte 310.00 310.00 80.00 
 10 28  ohne FIS Punkte 310.00 310.00 82.00 
 
FIS POINTS OF THE BEST 5 STARTED: 
 
 2 10   28.00 
 5 15   70.00 
 DNF1 6   125.00 
 4 3   149.00 
 6 4  (without FIS points) 310.00 
 
TOTALS    --------- 
(B)FIS POINTS OF BEST 5 STARTED 682.00 --------- 
(A)FIS POINTS OF BEST 5 TO FINISH IN TOP 10  867.00 --------- 
(C)RACE POINTS OF CORRESPONDING COMPETITORS   209.52 
 
CALCULATED PENALTY(867.00 + 682.00 - 209.52) : 10  =   133.948 
 (A) (B) (C) 
 
ROUNDED/ARRONDI/GERUNDET  133.95 
CORRECTION VALUE/VALEUR DE CORRECTION/KORREKTURWERT (Z=-2.49)+2.491) 
CATEGORY ADDER / ADDER DE CATEGORIE / KATEGORIE-ADDER (Level III=3)+3.00 
PENALTY APPLIED:  139.44* 
 

1) If the "z" value is positive it is subtracted, and if negative then it is added (Art. 4.4.7) 
 Lorsque la valeur “z” est positive, elle est déduite, lorsq’elle es négative, elle est 

additionnée 
 Ist der "z"-Wert positiv, wird er subtrahiert, ist er negativ, wird er addiert (Art. 4.4.7) 
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